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持
油
相
木
曙

g
の
夜
、
棟
両
国
し
て
い
る
季
語
サ
ー
ク
ル
平
の
金
の
み
な
さ
ん

に
と
け
込
ん
で
お
り
、
楽
し
い
}
日
を

過
と
し
て
い
ま
す
。

ζ
の
よ
う
に
ポ
ラ
y
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
人
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
安
様
化
ず
る
委
望
の
な
か
で
は
、

ま
だ
ま
だ
足
り
ま
ぜ
ん
。

例
え
ば
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
に
、

視
刀
障
害
者
か
、
b
ゐ
一
買
い
物
や
病
院
@

盟
行
な
ど
へ
む
付
き
添
い
控
頼
は
四
十

件
も
あ
り
ま
す
。
車
の
一
選
転
な
ど
の
位

輯
も
あ
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
だ
け
で
は
定
り
ず
、
み
な
さ
ん
白

手
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
地
棋
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
が
少
な
く
、
連
絡
謁
盤
が
一
部
地

区
に
限
ら
れ
て
い
る
白
が
現
状
で
す
。

平
一
雄
市
由
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
話
動
は
、
な
え
一
一
寸
地
区
民
生
児
童
萎
員
協
議
祉
施
設
に
、
直
瞳
出
か
け
て
お
手
伝
い
い
ま
す
く
受
録
を

福
祉
会
館
内
に
あ
る
「
ポ
ラ
y
テ
ィ

7
舎
や
一
一
十
二
地
区
自
治
会
町
内
会
連
絡
し
て
い
る
掘
議
ボ
ラ
Y
テ
ィ
ア
は
、
六
社
告
掲
祉
協
議
会
柳
川
宏
事
務
局
長

セ
ン
タ
ー
」
に
猿
撮
し
て
い
る
方
や
、
協
議
ム
闘
が
協
力
し
て
、
公
民
館
に
拍
雇
十
グ
ル
ー
プ
あ
り
ま
す
。
は
「
ボ
↑
フ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
地
事
者
人
を
招
待
し
て
給
金
白
サ
ー
ビ
ス
や
そ
ば
菅
食
べ
さ
ぜ
る
そ
ば
商
組
合
、
に
、
二
十
二
万
人
の
市
民
す
べ
て
が
、

運
動
し
て
い
る
昔
、
福
祉
施
設
で
一
活
寝
た
さ
り
者
会
話
、
世
代
そ
越
正
融
号
室
を
す
る
頭
筆
芸
、
お
何
ら
か
の
ポ
ラ
ン
テ

J
活
動
に
室

勤
し

τい
る
施
設
ボ
う
y
テ
ィ
ア
由
み
た
老
人
と
長
青
少
年
の
交
流
、
ふ
と
ん
乾
し
る
と
を
貴
べ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
し
て
い
た
だ
き
、
庁
間
る
い
億
祉
の
一
ま

な
さ
ん
が
主
体
で
す
。
蟻
な
ど
千
一
一
一
百
人
が
地
墳
に
結
び
づ
い
ユ
ニ
ー
ク
な
グ
ル
ー
プ
、
ま
た
、
ま
花
ち
づ
く
り
H
9
し
た
い
」
と
呼
び
か
け

た
、
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
や
手
芸
、
詩
時
、
韓
踊
、
民
謡
な
ど
む
て
い
ま
す
。

会
開
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

け
て
い
ま
す
。
指
這
や
手
伝
い
、
包
す
さ
ば
き
を
教
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
で
き
る
と
き

ポ
ラ
Y
一
一
ノ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
亘
揖
し
先
日
の
七
夕
ま
つ
り
で
は
、
青
年
図
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
六
百
人
が
施
設
ボ
に
」
「
空
き
る
と
ζ
ろ
で
」
「

τ吾
る

て
い
る
方
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
謹
絡
会
務
議
会
が
中
心
に
な
り
、
観
光
客
に
き
一
フ
y
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
己
と
を
」
す
る
ζ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

骨
結
成
し
て
、
韓
迫
百
や
点
訳
を
主
体
れ
い
な
七
夕
を
見
て
い
た
だ
ζ

う
と
、
す
e

あ
な
た
も
、
地
域
や
施
設
の
ポ
ラ
ン
テ

に
、
十
四
グ
ル
ー
プ
九
百
入
白
方
が
、
日
曜
日
の
朝
、
午
前
五
時
か
争
中
心
間
五
領
ケ
台
嵩
校
人
態
劇
ク
ラ
ブ
で
は
ィ
ア
一
活
動
に
む
参
加
く
だ
さ
い
。

企
画
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
手
詰
防
説
田
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。
っ
ち
ゃ
老
人
ホ
l
ム
を
訪
ね
て
、
連
語

や

お

む

つ

作

吃

血

液

セ

ン

タ

ー

や

病

会

中

文

化

録

の

お

手

伝

い

を

露

呈

杭

け

セ

ン

タ

!

の

佼

薬

院
の
撞
助
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
古
切
手
盤
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
に
と
っ
て
は
、
⑫
強
談
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い

理
、
障
害
児
の
一
時
保
育
、
シ
ョ
ッ
ピ
岩
人
ホ

1
ム
や
滋
和
学
闘
な
ど
り
福
高
校
庄
が
お
謀
さ
ん
の
よ
吉
で
、
索
直
人
に
、
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
と
登
揖

g

y
グ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

、

老

人

へ

の

朗

読

@

ボ

一

フ

ン

テ

ィ

ア

聖

必

婆

と

す

る

人

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
多
謹
F
F
K
閣のボ一フ

y

中
、
施
設
か
ら
の
相
談
に
対
す
る
ボ

デ

ィ

ア

活

動

で

す

。

一

フ

ン

テ

ィ

ア

の

紹

介

と

調

整

。

な
か
で
も
、
点
訳
罫
十
字
奉
仕
団

A
V

援
助
寄
せ
ら
一
れ
た
着
意
む
金
銭
、

(

企

間

話

六

十

一

人

)

は

、

県

立

言

学

物

品

、

技

能

、

骨

力

空

必

要

と

し

て

粧

や

視

覚

障

害

者

か

ら

の

位

頼

で

、

点

い

る

と

こ

ろ

へ

配

売

。

笠

図

醤

(

昨

年

一

一

百

九

場

〉

や

輯

明

明

者

ム

唱

語

出

品

一

一

…

一

七

七

用
白
拡
大
厨
書
(
昨
伴
百
九
十
一
一
一
巻
)

由

製

作

、

若

人

向

田

地

盤

づ

く

り

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

夜
は
富
手
控
寄
宿
舎
に
出
向
い
て
の
J

ー
ヂ
ィ

y
Fな
ど

、

幅

広

い

活

動

嘉

ス

ク

ー

ル

競

く

町
で
い
ま
す

0

・
期
日
八
月
三
日
、
七
日
、
十
日
由

ま

た

、

最

音

訴

十

字

事

仕

団

も

、

録

一

一

一

日

間

午

龍

一

時

か

ら

四

時

ま

で

。

音
テ
l
プ
づ
く
わ
を
長
い
間
続
け
て
お

e
会
場
福
祉
会
館

E
、

己

目

ニ

つ

の

グ

ル

ー

プ

が

、

ポ

ラ

・

定

員

四

十

人

(

先

着

順

〉

y
チ

ィ

ア

連

絡

会

の

中

心

と

な

っ

て

い

・

申

し

込

み

希

望

さ

れ

る

方

は

、

ま

す

。

(

金

属

は

下

賓

の

と

お

り

)

七

月

二

十

七

日

ま

で

に

は

が

き

に

佳

所
、
民
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
謡
番

地

域

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

帯
を
記
入
の
う
え
「
一

Tm平
壇
市
適

地

境

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

は

、

二

十

分

一

ー

四

三

福

祉

会

館

内

ポ

ラ

ン

テ

一

地

区

の

社

会

福

祉

協

議

会

が

中

心

に

ィ

ア

ス

ク

ー

ル

損

}

へ

。

揖
島
公
民
曜
を
通
し
て
広
報
課
に
、
絞
品
不
自
由
児
摂
誰
施
設
の
糟
陽
学
園
か
ら
「
夏
体
み
に
、
子
供
た
ち
が

キ
ャ
ン
プ
に
持
き
た
い
白
で
、
お
手
伝
い
を
し
て
も
争
え
る
方
伊
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
と
、
話
が
あ
り
ま
し
だ

さ
っ
そ
く
、
福
祉
会
館
内
に
あ
る
示
ヨ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
詰
を
し
た
と
ζ

ろ
、
精
髄
学
閣
か
ら
一
も
怯
頼
主
c

て
お
台
、
お
手
伝
い
の
で
き
る
方
を
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
ゃ
れ
5

と
こ
ろ
が
、
平
民
的-
D
4み
と
あ
っ
て
、
ポ

ラ
ピ
ア
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
白
登
録
者
だ
け
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
ロ
モ
C
で
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
車
語
大
学
ロ
i
h
m
l

ア
ク
ト
ク
ヨ
プ
に
一
協
力
を
お
騒
い
し
、
学
生
さ
ん
に
お
手
伝
い
在
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
b
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
ポ
一
フ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
拠
点
と
な
D
、
進
め
b
れ
て
い
牢
す
が
、
ま
だ
十

丹
で
は
あ
由
一
ま
せ
ん
@
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
自
現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
む
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

王子塚ボランディアi車絡会

団体 名 一 [ 活動内容

視力障害者の点訳図書作D外

援力障害者の録音テ←ブ作D
献血のため資討準備と採血握助

市E諒司誌と梼生割問院で自活動

老人ホームで朗読サービス

ねたき白老人のおなつ開b
おむつ伊v、クーポン盤理

不用衣棋を更空し開上金を募金

古切手の慈潔発送

障害児の一時保育 G車密事業コ

苧言語通訳と普及につとめる

地区ボランティアの調整指導

視力障筈者の賀い物等介助

開欝.!-~e:学童保育

身
長
一
六
一

時
と
小
柄
な
が
b
器
量
よ
し
の
A
語

で
す
。
も
し
、
装
能
界
へ
白
ス
カ
ウ

ト
が
あ
っ
た
ら
と
の
間
い
に
「
現
実

は
そ
ん
な
に
甘
く
あ
b
ま
せ
ん
由
で

行
く
気
は
あ
D
ま
せ
ん
」
と
キ
ッ
パ

日
。
趣
味
は
編
み
吻
、
ド
ラ
イ
ブ
。

石
轟
暢
下
さ
ん
(
二
十
二
揖
)

華
に
見
せ
て
し
ま
う
の
が
七
夕
自
立
は
、
カ
日
夕
ス
女
子
短
大
車
業
盤
、

豆
、
ミ
ス
七
夕
の
お
嬢
さ
ん
た
ち
で
現
在
智
事
4
t
kい
。
小
さ
い
時
の
七

す
、
今
回
、
一
一
一
人
の
ミ
ス
七
夕
に
お
タ
白
思
い
出
か
ら
ミ
ス
七
夕
コ
ン
テ

会
い
し
て
、
色
々
と
お
冊
い
し
ん
尼
乙
ス
ト
に
害
加
、
見
事
栄
冠
を
勝
ち
得

と
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
た
身
長
}
宅

δ
#

ト

B
型
由
大
型
美
人

井
上
理
惑
さ
ん
(
十
九
揖
〉
は
、
で
T
。
将
来
、
宙
線
的
に
活
開
国
し
た

今
年
平
壇
愚
議
高
授
を
卒
業
し
て
、
い
と
白
下
英
語
の
勉
張
中
で
一
ナ
。

現
在
平
塚
市
中
央
農
協
豊
田
支
討
に

ρ
ミ
ス
七
夕
u
が
重
荷
に
な
タ
ま

勤
め
る
九
社
一
}
一
一
か
月
呂
田
社
会
人
。
せ
ん
か
の
間
い
に
、
一
一
一
人
と
も
異
口

応
募
は
友
人
目
勝
手
な
行
動
で
、
コ
同
音
に
「
毎
日
脳
出
瞳
由
連
続
だ
が
、

y
テ
ス
ト
一
一
一
日
前
に
知
D
、
び
っ
く
自
分
を
甘
え
さ
ぜ
な
い
刺
激
と
な

り
は
し
た
も
の
由
、
あ
と
が
れ
て
い

b
、
人
に
照
コ
く
す
精
神
が
お
う
盛
に

た
ミ
ス
七
夕
に
文
句
な
し
に
遊
ば
れ
な
っ
て
き
た
」
そ
う
で
す
。

ま
し
た
。
趣
味
は
、
綴
(
と
う
)
縄
ミ
ス
七
夕
の
お
嬢
事
ん
た
ち
に

み
で
内
玄
人
は
だ
し
。
ま
た
、
着
付
は
、

ζ
の
一
年
間
、
平
理
の
よ
さ
の

け
も
す
る
そ
う
で
お
し
と
や
か
か
と
ア
ピ
ー
ル
に
窓
猷
的
に
取
タ
組
み
、

思
え
ば
、
テ
ニ
ス
、
ド
タ
イ
プ
、
そ
行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。



(2) 第396号

マ
六
月
ゴ
ロ
か
ら
開
会
吉
れ
て
い
た
六
月
市
議
会
定
掛
金
は
、
二
十
日
に
審
議
在
終
え
聞
出
金
さ
れ
た
。
今
議
ム

マ
ふ
金
に
は
、
一
般
金
計
補
注
予
揮
を
は
じ
め
、
学
校
の
設
憶
に
関
す
る
接
倒
的
一
部
改
正
、
町
区
墳
の
抽
出
定
、
人
叫

マ
紅
ケ
田
市
営
住
宅
議
設
工
事
む
譜
負
型
的
な
E
炉
提
聾
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
市
人
権
協
調
護
要
員
四
推
驚
に
つ
ム

マ
い
て
窓
克
也
包
求
め
た
が
、
い
ず
れ
由
揮
件
も
審
議
の
結
果
、
原
案
P
詩
句
匂
決
さ
れ
た
0

4

一
一

門
学
校
の
殺
鍍
に
関
す
る
晶
剖
の

改
定
同

議事緩ひをきっか昭和的年 7Jj15認

手官

ζ

と
は
、
雲
市
民
義
名
昔
、

山
一
一
十
二
万
人
市
民
も
声
援
し
ま
す
の
d

持
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

J
と
、
去

っ
〈
撤
励
し
記
念
品
者
給
っ
た
。

官
ま
た
、
同
日
ヰ
控
二
時
に
、
一
フ
イ
フ

晶
ん
で
出
掛
ず
る
若
本
充
字
選
手
も
市
役

所
在
訪
問
し
、
市
長
に
あ
い
さ
ワ
。
市

長
は
、
山
下
選
手
同
時
議
崩
し
、
記
窓

口
聞
を
贈
っ
た
。

者
援
七
汚
二
十
八
日
か
ら
ロ
サ
Y
ぜ
ん
ス
平
境
市
に
在
住
す
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

つ
市
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉
聞
か
れ
る
が
、
己
れ
代
表
選
手
は
択
白
と
お
D
。
敬
称
路

唱
一
一
に
欝
加
す
る
翼
団
に
お
住
ま
い
の
山
下
・
柔
道
山
下
輩
格
〈
真
田
〉

あ
川
選
手
や
、
東
語
大
学
に
在
校
す
る
学

a

ラ
イ
フ
ル
哲
本
充
字
(
競
揖
ケ
丘

脚

相

生

、

コ

み

な

ど

毒

事

塁

打

虫

県

警

説

)

激
す
が
、
六
月
二
十
七
日
午
佳
一
時
か
ら
東

q

柔
道
コ
ー
チ
佐
藤
宣
時
間
(
真
田
〉

毎
年
ζ
合
時
期
に
な
る
と
お
火
に
る
火
吾
ほ
次
の
点
に
注
意
し
よ
う
。

よ
る
火
器
発
生
す
る
。
花
火
を
す

φ必
ず
査
用
意
す
る
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
D
、
燃

え
や
す
い
駒
り
あ
る
場
所
で
、
遊

ん
だ
D
し
γほ
い
け
な
い
。

mw
た
〈
事
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を

吋
け
る
己
と
は

PJ緑
、
花
点
は
一

本
ず
つ
遊
ぷ
。

④
揮
発
音
に
建
主
義
語
、
分

解
す
る
と
帝
嫌
。

⑤
吹
き
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒

花
火
は
、
倒
れ
な
い
よ
ー
フ
に
路
定

し
、
絶
対
に
簡
を
白
ぞ
か
な
い
。

⑤
風
の
強
い
白
は
や
め
る
。

⑦
指
央
官
ポ
ケ
ッ
ト
に
す
八
れ
な
い
。

尺
詐
都
市
@
花
巻
市
友
打
わ
れ
る
花

帯
ま
つ
り
を
見
学
し
よ
ー
っ
と
、
市
民
ツ

ア
ー
が
巽
描
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
。

花
巻
ま
つ
り
は
三
百
八
十
年
の
伝
弱

者
持
ち
、
平
安
調
豊
か
な
山
車
〔
だ

し
)
パ
レ
!
ド
や
露
間
嗣
り
〈
し
し
お
ど

り
)
が
壮
大
に
揺
り
広
げ
ら
れ
る
町
市

民
の
皆
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
E
事
加
を
。

マ
期
日

9
月
5
日
(
ポ
)
か
ら
9
月

7
日
(
金
)
ま
で

マ
コ

l
ス
平
壇

i
中
幕
尋
問
同
学
花

巻
!
大
沢
温
泉
(
治
〉
市
内
見
学
l

p
yコ
モ
ば
大
企
花
器
ま
つ
り
見
学

!
花
巻
混
泉
〈
泊
)
iエ
璃
見
学
!
平

壇マ
事
加
問
問
一
一
一
万
二
千
円

マ
葬
集
人
目
岡
崎
人

マ
申
し
込
み
先
市
地
域
づ
〈
り
諜

(
内
融
二
六
一
号
、
神
高
川
中
央
交
逗

ょう
今月は59母度題定費産税第2期の納期で

す。 7月31臼までにお近くの金融機関に

納めてください。

。領事jな緩替納税を/

続替相悦とは、金高盗機跨があなたに7かわ
って納税の手続きをする便京iな方活。利

用される方は、市内白金融機関〈郵便窃

は臨<)へ申し込みを。

C総務貯蓄級会加入を

市内に納税貯蓄組合が300組合あDます。

お近〈の組合に加入してください。

内線280

帝
国
民
綴
談
窓

n
i一
一
一
一
内
線
二
九
三

O
人
権
法
樟
樹
齢

{
7月
白
日
(
冬
、

8
月
7
自
(
火
〉

。
行
政
議
開
相
談
百
時
f
m時

〈
〉
一
韓
法
樟
棺
絞

8
R
2自
〔
木
)
、
呂
烏
H
日
ハ
谷

予
約
餓
(
縫
穏
で
も
苛
〉
、
お
時
f
随
時

中

宅

地

豪

華

7
月
判
官

(6、
臼
時
1
均
時

予
約
制
(
穏
諮
壱
も
可
〉

。
潰
語
、
棋
向
測
毅
椙
談

8
烏
初
日
〈
金
〉
、
お
時
i
M時

。
住
宅
橋
被

7
月
幻
自
〈
市
心
、
お
待
合
時

。
定
剖
年
金
制
恒
絞

8
月
9
臼
(
木
〉
、
時
時

iお
時

。
一
融
市
白
出
制
帽
談
鰐
日
(
た
だ
し
、
土
曜
自
は
ロ
時
ま
で
、
日

関
・
祝
日
は
除
〈
〉

O
消
毅
生
活
指
談

7
R菅
ハ
金
)
、
官
〈
舎
、

8
h月
3

日
(
金
〉
、
日
山
時

ι路面開

。
発
明
埠
諜
特
許
相
殺

8
月
6
B
(月
)
羽
時
i
t
w時

。
下
鱒
敢
引
相
談

7
月
刊
山
首
〈
木
)
、
お
時
間
割
分
f
児
時

-腎い合わせ

青
少
年
務
談
室
(
市
民
セ
ン
h
m
l
一一階〉

制
調

i
七一三一

月
5
金
曜
河
口
9
時
1
村
即
時
土
輔
自
は
立
時
ま
で

棉
捕
後
会
総
銘
一
一
一
一
一
一
向
一
一
ニ

〈
〉
心
蕊
ご
と
品
相
談
悠
適
月
曜
日
(
第
五
を
除
〈
可
均
時
5
話
陣

。
母
子
相
談
毎
週
月
く
ム
軍
諮
呂
、

9
時
1
5酷
阿
部
分

。
離
縫
憎
応
接
相
談
毎
遜
月
5
金
纏
白
、

9一時

τお
時

。
覇
者
襲
相
談
毎
薄
〈
金
曜

R
9時
器

i
議

土
壇
百
は
ね
時
ま
で

〈〉者
λ
穏
談
臼
毎
週
火
・
木
盟
百
(
率
九
し
、
祝
日
町
場
合
は

休
み
〉
、
午
前
幼
時
i
ロ
時
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58 

マ
昭
和
五
十
八
￥
震
の
市
の
n
台
所
H

は
、
と
つ
な
っ
て
い
る
の
だ
る
フ
か
。
留
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
士
説
ム

マ
品
闘
を
有
効
に
品
出
馬
す
る
た
め
、
一
般
家
庭
と
開
じ
よ
王
立
に
、
い
ろ
い
ろ
と
や
れ
J

く
り
を
し
て
い
る
。
そ
ご
で
ム

マ
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
む
か
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
車
二
回
広
報
紙
で
「
市
の
開
設
状
況
の
公
ム

マ
置
」
葬
っ
て
い
る
。
今
回
夜
、
五
十
八
年
度
目
一
般
会
計
秒
キ
心
に
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
。
詳
し
ι

ム

マ

い
ζ
と
は
、
市
財
政
課
に
お
た
ず
ね
を
。

49惜 9.153万円

40樟 4.658万円

30瞳 1，700万円

15曜 8.162万円

1 2瞳 9.961方向

6擢 2，61 9万円

4龍 8，739万円

4龍 2，675万河

4樟 2，000万円

2樟 9，800万円

1憶 7，38015円

支出演銭

351轍乱 082万円

204億ι972万円

47徳島 252万円

6憾 60自万円

45録4，657万円

8，809万円

2徳7，362万円

5，697万円

2，340万円

15億6，264万円

39鎗 5，057万円

715轍 1，101万用

収入 i資重要

361暗号， 004万円

204億 3，067万円

54繍 8，412万円

7億5，319万円

33熔 593方向

8，021万円

1億7，895万円

5，826万円

3，284万円

14犠 831万円

39鐙3，155万円

718繍5，407万符

予童家現主宰

413靖容，自34方向

205鍍6，063万円

57綴 3，065万円

S億7，751万円

58摺 8，720万円

l鍛ふ 963万戸3

3熔]， 3667言下弓

5，825万円

3，336方向

15憶6，~64万円

45億 526万円

810憶乱 13万円

合計別

一般金計

ま富民健康探検事業

都市改造事業

下水道事審

幾韓共構事業

食肉セYター

交通災欝其器等事業

71<援物地方部売市場事業

総合公豊富前提出取樽事業

4寺

31J 

言十

告

1C日 忽ヌコ(龍円}

1 00億 7.574万円

953万円

1. 31 6万円

75万円

386五月

eo 20 40 

民帰保背所振興補助金

生活保護扶助費

教育文化潔境づくむ

私立対推殴波留奨肪費補助金 1億 4，470万内

仮称大鹿王;1¥;校合新興事諜 6儲 5，032万河

湾/J哨 舎 新 改 錆 事 業 4鍛 9，363万円

相堕/J¥校 舎 新 歌 舞 事 課 3憶 6，737万円

松liiVJ吋宣告耐震内運動場新改築事業3億]， 670万 円

各小学校プーノレ盤情事業C58~59) 2晴 7，455万円

崇蕎小島内海動会島敬棒事諜 6，5∞万円

勝毘主ノム校舎司用地買収費 5，126万円

山下1)'、用地買収費 6，826万円

金泊中校舎新説築事業 3.霊5，655万円

金自中震内運動場排畏事業 2億1.301万円

山城中校舎・用地買収費 5，104万円

仮称大野第6公民議官新改築事業 1億 3，646万丹

市民スポ -y/];溺慈情事業 2，520万円

笈紫綬済環境づくり

ショッピングモーノレ務機事業 2， Zl2万円

金目神戸締改良事業 5，090万円

翼土j岡崎輝敢良事業 4，800万円

下出排水路道路改良事提 1億 450万円

倒j簿新設事業 H軍 9，600万円

平家海岸秦野鶴立捧交差態欄事業 1億1.139万円

大匂丸画融護需事業 11癒 5，211万円

八幡神社土霞輯鐙情事課 1鍛 5，470万円

3穏 181万内

憾 9，696万円

4，342万円

7，040万円

4，。∞万円

5，∞D万fIl
l億J， 666万円

4摺 8，703万円

1摺 3，758万円

2鏑 2，880万円

6擦 1，072万円

2櫨]， 258万円

15億1.992万円

金活環境づくザ

裂工ク誤住宅建設事業

野球場整犠事業 C58~59)

陸上競技場箆構事業

準用河川i三笠111世搭事課

横内排水路改修事業

社会構11上潔壌づくむ

社会福祉基金拠出金

老人盟主捜助成経費

考人手醤技施設収容霊託純資

身品障害者福祉対策経費

言十告

土木

教膏

民 主主

総 務

衛生

公{量

消防

誇支出

E車 排 水綾 業

予犠

議エ

議会

その

重量出

人口 224，657人

事主

命一一一…山崎綴爵

予鱒額 構成比

自主慰源 321熔9，862万 汚 77，8% 
市 税 2400意]， 787万円 58.0% 
諸収入 491制， 153万 円 12.1持

輯越金 15億乱 162万円 3.8拓
使用料及び手数軒 6憾2，619万円 1.5河
期産収入 4儲乱 739万円 1.2% 
分担金及び負担金 4億 2，675万 円 1.0% 
緯入 金 1. 904万円 0，1拓
寄吋 金 4，823万円 0.1珂

4世帯財灘 91槽乱 772万F弓 22.2% 
E車庫支出金 40槽 4，658万円 9.8河
市構 30檀)， 700万円 7，3% 
県支出金 12槽 9，961万 円 3.1% 
自動車取得税交吋金 4摺2，000万円 1.0% 
地方議与税、交付租 3億1， 300万 円 0.7% 
娯楽施設利用税交吋金 6， C∞万円 0.2% 
交通安全対寵特別交付金 3，153万河 0.1% 

揖入合計 413曜8，634万円 1∞.0%

{歳出}

{歳入]

予算額 捕成比

171槽乱 314万 円 41.5% 
109憶4，359万戸1 26.4出
40熔7，564万円 9.9% 
21傍 6，391万円 5，2珂
8瞳8，95国万円 2.2珂
32億5，351万 円 7.9珂
123骨4，909方 向 29.8%
121摺 9，212万円 29.4同

8，626万 円 0.2封
7，071万円 0.2% 

28v章1.738万 円 6.8% 
48憶 9，366万円 11.8% 
413葡8，634万 円 100.0%

消輯的経費

人件費

物仲 費

モ自 他

維持捕糧費

技助費

投費約操韮費

普通建設事業費

災害復!日事業費

失襲対損事業費

公瞳重量

その他

輯出合計

興
組
滋
楢
唱
え
て
い
る
ク

i
ラ
!
、

ノ
等
に
よ
る
近
畿
時
細
管
縄
開
職
、
。

近
所
か
ら
由
気
に
な
る
脅
が
あ
る
受
口
に
は
、
相
手
に

穏
や
か
札
結
℃
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ζ
の
よ
っ

な
話
を
ち
ち
か
け
ら
れ
た
ら
1

謙
虚
に
よ
ぐ
話
争
時
聞
い
て

み
て
、
相
手
自
立
揖
歩
考
え
ま
じ
よ
う
。
揺
し
告
白
っ
と
最

外
に
簡
単
に
解
決
す
る
乙
と
も
あ
わ
d

ます。

ま
た
、
防
内
会
や
自
治
虫
な
ど
で
議
℃
合
つ
ず
ほ
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
よ
い
知
蔵
が
長
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん。

平
理
市
環
境
部
環
壊
揮
全
額

ロ凶日
山
…

5
時

間
片

7
8
後

は
午

日一甲山一

AA
の
上

d

天
ち

同

月

雨

打

円

δ

模 }II河口

。z是認おどザバレー F

・時間午後6時から

ー場所平探信用金庫須賀支活前から

ど}チショアプ苦堤前まで。

平理市緩光協合

き

ところ
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l
i
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2
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マ
築
し
い
蔑
休
み
が
や
っ
て
〈
る
。
し
か
し
、
笈
休
み
に
な
る
と
解
政
時
や
レ
ジ
ャ
ー
等
に
よ
る
世
通
事
故
ム

マ
が
多
発
す
る
閣
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
平
塚
市
夫
通
安
全
対
髄
協
麓
A
闘
で
は
、
七
再
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
ム

マ
二
十
日
ま
で
の
三
十
一
日
間
、
笈
の
受
通
事
故
防
止
運
動
を
一
展
開
す
る
ζ
と
に
な
っ
た
。
市
民
自
智
さ
ん
、
:
ム

マ
交
逼
ん
i
ん
を
守
E
、
変
苦
楽
し
く
遜
む
そ
う
。

i志韓ひらつか

市
内
ぜ
一
発
生
し
た
交
議
事
故
は
、
六
一
「
受
通
ん
i
ル
を
守
主
夏
を
諜
し
く
」

采
ま
で
に
一
一
一
百
五
十
件
に
も
達
し
、
一
「
二
輪
車
由
宇
瞳
気
軽
に
ひ
そ
む
事

白
事
故
に
よ
D
死
者
八
人
、
露
経
顕
一
故
」
由
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
る
。

審
問
首
十
一
一
一
人
を
出
し
て
い
る
。
一
，
そ
し
で
、
運
覇
。
護
潟
両
国
撞
は
、

夏
め
平
常
瑚
事
故
訪
止
蓮
薮
で
は
、
一
門
V
子
棋
の
夏
休
み
申
に
お
け
yぷ
議
事

平
塚
市
に
は
、
救
急
車
が
四
台
記
最
近
、
安
第
な
曙
え
で
救
急
車
を
故
や
急
痢
等
。

脇
陣
(
本
器
、
海
岸
、
神
間
同
金
百
出
利
用
す
る
人
が
苦
く
、
本
来
の
救
急
③
公
衆
白
出
入
骨
ず
る
璃
所
で
一
局
告

張
所
)
し
て
あ
白
、
今
年
は
一
月
か
業
務
に
支
嗣
障
を
き
た
し
て
い
る
。
た
事
故
中
急
病
等
a

p

四
六
月
中
旬
ま
で
自
前
半
年
弱
に
、
同
救
急
車
畳
間
用
守
き
る
の
は
出
@
家
経
内
交
起
き
た
事
故
や
急
病

一
一
一
千
二
頃
甘
十
一
件
目
救
急
出
動
者
①
返
極
に
よ
る
事
故
田
と
き
等
。

し

て

い

る

。

①

交

通

事

故

な

ζ
屋
外
科
A
起
き
た
語
以
上
の
よ
う
な
崩
告
で
、
経
由
問
機

演
帯
へ
緊
急
に
搬
送
す
手
必
要
が
あ

る
も
由
で
、
ほ
か
に
搬
送
す
る
手
設

が
な
い
と
き
剰
一
用
す
る
も
の
。

円
相
叫
憩
車
を
副
利
用
す
る
と
究
ほ
同

①
往
罰
、
民
名
、
年
齢
、
性
別
、
思

樺
物

①
事
故
や
け
が
り
韓
度
、
負
筆
官
等

の
敢
な
ど
を
連
絡
す
る
。

明
救
急
車
が
高
円
光
、
P
M

①
包
藻
に
な
る
揖
所
ま
で
出
て
案
内

②
事
故
に
な
っ
た
乙
と
を
読
開
閉
す
る

…Aq
p
 

k一
/

@
六
年
を
対
象
に

(
い
ず
れ
か
一
つ
選
民
)

マ
費
用
五
雷
同
〈
損
害
保
険
代
)

門V
申
し
込
み
先

7
月
担
日
ま
官
L
、

け
起
鐙
車
に
よ
り
震
動
悼
験
者
行

った。乙
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円
須
瑳
北
町
自
品
五
百
防
災
対
革
委

員
全
日所得税第1期分の納期

7月31臼です。期復内に納税を

@納税は便利な振替でノ
・金融機H関があなたにかわって、納税四

手続きをする便利な方法。

，輔議される方は、税務署〈常務22-14
00)か金融櫨関へ申し込みを。

下

7月16日 大真土西自治会

7月17日 今累東自治会、今E童図自治会

7月1呂田 古真土ゴ悶]自治会、古真土日産自

治会、古真土入国I自治合

7 月 19 日 ~21日横内自治金

7月 24日 吉際自治会、横内団地運命自治金

7}守25日 田村第一宮治会

7月26臼 田村第二自治虫

7月27日 出村第三寝泊金

7月28日 田村第四自治会

7月初日 田村第五自治会

7月 31臼 応対第六自治会、豊中自治会

8月 1日 営下自治会、打開木自治会

8月 2日 文神第一自治会、大神第二自治会

8月 3日 大神第三自治会、大神第四自治虫

8月 4臼 閉村団地自治会、植竹白地宮治虫

宮の前住宅自治会

8月 6日 下高自治会、大島邸地自治会、

下島第一61l地自治会、

下島第二団地自治金

8月 7臼 捗♂努自治会

8Jl8日小鍋島自治会

8月 9日大島自治会

8月10日 小嶺自治会、望聖子構自治会

8月11臼 平等寺自治晶、ふ宿自治会、

隠密丁自治会

日

7 月28箆(こと〉・8月25B(土〉

午 後6時iI'ら 9時 ま で

.li鮒合体育銭前広場

。 出 窓 内 容 野 菜 、 果 実 、車介類、薬子等

四郎売、市民のみなさん¢手持b昨品、地

酒、その曲

国雨天呂場合は、なんでも夜市は中止、星空呂

('手前7時から10時まで〉野菜、罫書案の朝

市空軍司〈。

怒当地壇づ〈哲藤〈肉親263)

き
夏休み期間中¢持却j企留として、次白とおD続子施

設見学会を箆きます。観主モyミス使用。要参加費無斜。

合調催認 ①8月7B(火〉②3月21自(火〕
会所要時時 午前8時50分C襲合)~午使 4 時く解建立コ
カコース①、②とも関口コ}ス議会主巨大むみ破

E犯理場}大神環撞靖生セン丘一 白寿荘仁昼貴〉

遠藤原一革主罵禁輸農耕処分場電々公社中息筋

食時事するもの足宜

食事方自資格 市内在住の摂子く守司副止、小学校 3~6

年生。裁も子併も複数で可コ

会応募往復ハガキに、住所、民名 E親子とも〉、年

齢く子島は学控も〉、電話番号、希望日をZι入のう

え、 7月21日 E土〉までに申し込んで〈ださい。

会審方自由法主主 名先着50-名
安申し込 み 先 干254 平響市酷間田J9-1平垣市設

所広報課電話23-1111C内輯315)
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学校区単位の防内会、

目協会登録DスボーこY少年団で編成すること

く〉種目〈鏑人穣自〉・小今坦主由缶詰 (25m 自由

翠』 平出・背泳、 50m 自由型，平時0 ・中

学生の割程仁50m自由主型・平昧'曹師、 100m
自由型・平協コ

くE君体糧問〉・小学生luOml)V一、包障対抗!1

レー
く〉申し込み 7月26日く木〉までに、気前台体

青館内悼背喜重 C電話31-3田のへ。

EきE語iこ革iJ震できます。〈期料開放〉

開放種尽卓球、パドミントン、パスケット、

軟式庭球(l3~16i持弘、ノミレーC16~2C時〉

斑各滋患とも、ラケット、シャトル、ポー}c

は必ず各自持審査。(樟膏館には用意して

あDません/)

7月跨 〈月〕午後1持~易型寺

3月 s(月〕グ

草月21臼(月) 11 

運動的できる般演で番加し、

動ぐっを用惑して〈だ語い。

撲です.)競技場内での融貴は欝i主です@



小説・文学

ロス市議アジア特捜隊

ジミー'l'i'古田

頭痛潤己b樋口一難 井上ひさし

ふたヨ田結措指輪 今村侵理子

昨日、恕別で 貴本務

事替のように 高樹由ぷ子

女の老い支度 重兼芳子

なかんちゃん 花登館

大 航 海 上・下巻 伴野朗

唱次元宇密年代記 松本雰士

崩沫真理生宮る意思珠 山口玲子

俳句とあそぶ法 江溺滋

鴎外荷風万太郎 A唱歌二郎

アメ旦カ文学史 大島直行

インド大地目歌声 山理器禁男

フランスー九之三0年代 山口世軍

家庭・生活

野外調理婿入門 主婦と生活社

男kのグノレメ拘;(1)港 主主上栄子

草木染・木綿の染色 山崎晋樹

回開飛車 中原誠

保育関児はどう背っか ノJ出まみ

揮聾混畏のうまい活用法野口冬人

桂 昌 孝斗学割その他

経演題訪輸 長谷川綾太呈目

現代の投貿信託 和泉満男

掛学のこぼれ話 騎打i範行

新技師開発へのヒント ノj嚇昭

尽本陣歳時記十二ヶ丹 波守苦楽

文襲づ〈り本づくり 鈴木敬子

ロマン梶白ピアノ曲 豊富田高弘

大地震壁に溜った子どもたち

帯分く里高ニほか

民 ζの他にもいろいろ新しい本'/)1沢

山あbます。

会夏期特別展「神奈川の化石J
よみがえったナウマン韓

昨年、市内で発見されたナクマY量化石を

公慨する。あわぜて、今までに県内で接出し

ている胃椎動暫化石を提示する。

・期開 7 fl20日〈金)~8 月30 悶〈木〉

・盛場 特別浸示案亡入場無騨〉

交講演金「神至高!IIの古艶〈仮称)J 

・日時 7月22日く臼)13時30分
ー講師横田盟主立大学教授長谷川善和民

申し込み完封なので博物館へ問い合わせをo

1<プラネタリウム「水中都市」

7月21日から 8月初日までの夏体み期間中

「水中都市Jと題した投影在行?

。技量三時間

いる。

食休館自 信託麗月糧自、丹東

ぎな博物輯 干254浅鶴関J12-41電話33-5111

女自然観察入門繁盛

「民化石を調べようJ
ー期日 8月14目、 15目、 17日の 3日間

・時間 9時~16時

・場所大磯町虫窪、西小磯

-対象小学校4年以上 30人
E 申し込み 7月31日までに往復はがきで。

年齢そ明記するζ と。

カ良治研究格言葉会

主主体みの自由研究について、考古、歴史、

民桂弘葉柄、生物、地質、天文色各分野田学

芸員が費棋やまとめ方などの相誠に応むる。

z期日 7月27B(金〉、 8fl24B(金〉

・時間 10時~15持

-主罫所斜学教塞〈参加自由〉

会星をJI.る会

• 7月27B(金〉 惑主主主見ょう

. 8月 3日〈金〉 月と惑星を見ょう

・8月28日げく〉 主主自主皇授と感星

時閣は18時~2C時。博物館由望遠鏡で観揮

する。和学教室へお集まりを。 く参加自由〉

記号寄贈品コーナー

「高瀬コレクショ/.弓!ホLJ
-期間 7月29日〈日〉まで

石瓶、凸版などで印脱された弓[本L(ひきふ

だ・広告、間宮案内等白チラシコを態悲して

1<~事120ナイトハイク

夏の夜、松臼町寄キャンプ場まで揖ζ う。

・期日 7月21日 E土) 18時30分~7 fl22日
〈白)18時〈時bはパス〉

・対富良青年、一般 100人 (65歳以上は健康

髭断書を持葬ずる〉

委参加費 1. 80む円〈小学主t1.5∞内〉

1なおもしろマンガ教家

2コママンガの作成から、物虐苦マYガの完

成まで在学ぶ。

・霧島田 8月 8日、 8fl9日、 8月10日
a時間 10時~15時

・指導 まんが家中野またか先生

・対象小学校 4年以上中学生ミたで

すたのしい子供工作教窓

童話と子でつ〈る楽しいペーパークヨアト

〈紙工作〉入門。

・日時 8月23臼〈木)10時~15時

封書長 続と子〈小学主主) 50人
・教材質 5'∞円程度

主主H体 (20人以L)で観覧帯護の方は、電話

で予約在。一党史鏡覧券は、当日 9時から 1鷲

受付で発情する.なお、団体投影で空席があ

る場合は、空席分も発発する。

女体重量学習「豪から車部工J
三豊からを使って、ホタノレカゴを侍る。

・日時 8月初日〈金) 10時~m持

・盛場斜学教塗

・申し込み 7月31日までに世話置はがきで。

(6) 

X松延/J学担

金目小学校

国みずほ小学校

出万田県器市営段宅

ふじみ野団地聾金所

l隠さ草寺

出豊田公民館

斑沼村ちびっ子広場

掛島公民館

予夜間時公民館

民金田公民館
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'開設時間1C時30分~14時30分。ただし、ふじみ野沼
地集金所は14時~15時、民印は15時~16時。雨天由と

きは中止となるa む了承者。

会催し物の申し込み 電話かと来書官世。

古休館臼毎週月曜臼

会青骨年書館

千254浅間mJ12-14 霊霊童話32-7029

夏休みの利用一一一~~

7月21B(土)~8月 30日〈木〉
・貰出室吾、事曙塗、学習室

1<~金曜日 9時~17時50分

土、 Bs覆臼 9 時~16時別分

.ζども主主

グ(~日曜日 9 時~16時50分

出 3階事帯主室、学習室霊は全閣が指定席指j

になる。定数以上白入室はできいなりで

む了承を。なお、パック、紙袋類は、 10
F弓コイジロッカーに入れてから入室を。

〈使用授はlOF弓がもどるDタ-/式〉

女峡濁会

・7月22臼 〈日)10時、 14時 。3陸新民』ノレ

「老人賛歌J力三ラ-27分考後の主主きがい

昔、自分自身で獲帯する慈議之さ訴える。

「やさしさJカラ-33分 1人暮らし老人

と、天真らんまんな少女の物語g

1<こども験話題会

• 8月12臼〈臼)10時、 14時 ， 3潜ホーん

「椅太と一平Jカラ-32分落ちζ ぽれ同

士自小学主主と、その友達自物語。

「芭穣布を融る女たちJカラ-3日 分 沖 縄

本島北部でよみがえる芭蕉市復興自腹史。

合体摺自 毎Z麗月撞日、月末

なお、体館日がー留でわかる1984務審煩カ

レYターが汚怒してある。と利用者@

食臨書聾輯 干254浅鶴自禽T12-41費量重苦31-0415



霊童受付 午後 1 時~2時

綴母子穣議苧捜本冊ー lllJf司と護憲記用
具を持書 (31J>月沼は本冊の，，)

13;0、月兇3
呂月 1日 5~年4 月 1 臼~108主主

8月呂田 59母 4 月1) 8~20日生

8月22日 59牢4 月218~308主主

13誰兇1
8月 2臼 56年 6 月 1 日~10日主主

8 月23 臼 56年 6 月 11 日 ~208生

8月30日 56年 6 月218~308主主

8汚中に 81J>月から構 l歳になる

お子さんを対象に隠<.

豊富金量喜 平瞳揮健所務主主

覇軍自時 8月 8臼午後l時30分から

溺母子健康手帳と筆書記用異者持番

欝覇髄韓

豊富却期〈妊娠6か月までの方〉

8月6岳、 13日
豊富後期〈妊娠8か月以降む方〉

• 8月初日、 27日

豊富晶場探鶴セYター

童書時間 午後 l 時30分~4時

重量申し込み 護軍宣言で探鍵セジ丘一

(34ベ0311)へ.30.治径百認可を揮

てから申し込みを@

擦対象 2歳 6か月までの乳劫氾

覇軍金援 平塚保鍵所

機日穏 8汚 6日、 278
霊童時間 午前 9時~10時30分

豊富申し込み 電話で平埋探鍵所 (32
-{)130)へ予約する。できるだけ先

に乳幼沼歯料教室藍の受星第置。

たかましだいすけ

高橋大事選ちゃん 評

会早器市田村63 大船郵便局にお

勤め田高橋真治さん (33歳コと高

橋英子さん (3C歳〉の長男。混在

51J>月半で身長72団 体重量8河、

59年 1月初日生まれ。

離乳貴を始めたばかりだカま お

とうふのみそしるが大好吉な大鶴

ちゃんまよ〈寝てよく貴べる。お

ふろも好きで、おふろのなかでお

おあばれお母さんを殴らせると

きもある。母乳で育った大輔ちゃ

んま、回も大量〈とても元気だ。

〈募集~~応帯》宮掛立がきに住所 e 父母由民名・赤ちゃんの
名まえと主主年月日，裁の年齢・護軍話番号 父 親E職 業

を響かてお出しください。対象は 1苛J転織の蔀ちゃんですe 応募された
はがきは、信月初日 (20日糟印まで〉に締め切り、翌月の広報紙こ掲載
します。掲載した赤ちゃんには、記念写真と蝿載広報紙10昔日夜遅しあげ
ます。 く今月の応募者は38人でした〉
豊富島て先 干 254龍盟問 9番 1号平塩市広報諜赤ちゃん募集係。

綴揖 l 潮~.. 3岱受ける

・封書食 2歳 (24カミ月〉から4競(48
か月〉までむ幼児。なお、接種聞編

は 2態、 3屈とも 3週明から B遊間固

聖書購2期 ..'1箇受廿る

・対量 購 1耳耳目 3包闘が鰐わって

から 1年以上1年 6か月以内の期間

に受ける。なお、揮 1期を早めに受

けて、揮2競もなるべ<4歳までに

終了するようにしていただきたいa

17月1
25日 中懐公民館、金百公箆館、

民問蝿公民館

26日 神田公民館、民金田公民錦、

民披島公民館

27日時健センタ」

おそろいでと重参加を。

重曜日時 7月初日 午前9時30分~

11時30分
E覇 対 象 妊 嬢 81J>月以上の方

畿会場保健センター

務申し込み電話で保健センター

(34-D31!)へa

初防てお父さん、お母さんこなる

方音対象。こ、赤ちゃん D膏て方と、

おふろの入れ方を指揮するe 。夫婦
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〉
、
続
一
布
団
、
ふ
卵
揖

一
機
、
ベ
ビ
ー
ダ

y
ス
、
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
一
円
v
譲
っ
て
く
だ
さ
い

み
な
さ
ん
回
む
協
力
で
、
問
い
合
わ
一
ェ
ア
、
学
習
机
、
大
人
用
ベ
ッ
ド
、

2
一
・
男
子
宮
輯

(
5議
用
〉
、
女
同
品
開
控

ぜ
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
段
ベ
ッ
ド
、
工
業
用
ミ
シ

y
、
応
接
南
一
類

(
1
3
2
揖
用
)
、
応
接
セ
ッ
ト
、

み
な
吉
ん
か
ら
め
問
い
合
わ
せ
の
と
き
一
い
す
、
金
堂
開
問
テ
ー
ブ
ル
・
い
す
、
税
一
下
駄
糖
、
本
棟
、
洋
油
開
ダ

yス
、
子
供

に
は
、
世
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
一
様
構
、
ク
ー
ラ
ー
、
プ
ロ
パ
ン
馬
大
型
一
用
金
卓
い
す
、
態
理
ダ

y
ス
、
テ
レ

で
、
と
7
軍

を

。

一

穆

碑

時

、

木

曹

、

3
yド
セ
ル
(
車
)
、
一
ピ
、
製
図
曲
、
積
木
、
ピ
ア
ノ
、
オ
ル

乗

用

品

登

録

事

は

グ

ロ

ー

ブ

、

ベ

ピ

l
カ
l
、
ス

i
yケ
一
ガ
ン
、
乳
母
車
、
三
輪
車
、
プ
一
フ
ン
コ

ま
で
二
一
土
一
一
通
一
関
か
か
担
、
ま

f
Dン
パ
線
(
特
に
耳
目
授
与
の

立
ン
パ
践
〉
が
は
れ
、
そ
の
窓
官

後
、
か
ら
軽
い
L

発
熱
と
発
し
ん
が
出

品
。
発
し
ん
は
、
帽
掛
か
ら
始
ま
白

品
閣
議
に
下
方
へ
広
が
る
。
は
も
か

に
出
ベ
、
症
状
は
薮
可
、
ニ
5
一一一

日
予
港
幻
、
あ
と
は
出
向
ら
な
い
。

一
般
に
緩
い
病
気
で
、
合
併
肢

を
超
ζ
す
ζ
と
も
ほ
と
ん
P
法
い

嵐

し

ん

が

、

挺

緩

和

婦

に

乙

の

室

主

か
る
と
、
奇
形
児
銭
的
品
異
常
、

Z

一
日
ば
し
か
と
も
い
わ
れ
、
は
心
臓
白
異
常
、
聴
力
障
害
な
ど
)

し
か
に
似
た
発
し
ん
が
出
る
。

ζ

が
生
ま
れ
る
乙
シ
b
知
事
い
。

的
病
気
は
、
風
し
ん
ロ
ィ
ル
ス
が
嵐
し
ん
に
か
か
っ
た
ら
、
妓
議

主
に
口
や
閣
砕
か
ら
感
染
す
る
ζ
と
に
接
し
な
い
よ
う
一
注
意
し
よ
う
。

に
よ
っ
て
起
ζ
b、
春
か
長
瓦
に
ま
た
、
島
し
ん
に
か
か
っ
て
い
な

か
け
て
、
学
童
に
流
符
ず
る
ζ
と

い

考
7
は
、
中
学
期
に
ヲ
ク
チ
ン

が
多
い
。
感
措
か
色
症
状
が
出
る
接
種
を
受
け
る
ζ

と
が
大
切
戸
、

881円
326河
258円

191河

177円
186月
16C円
263月
306円
154円 i
191円 j

4.916月 i

L 501円i

合成洗剤12.65埼
サラダ櫓 700/1
しよう f由11Qノ受Yク

Aty土160m4髄入

豚肉i屑 1009
鶏 卵 1MI0倍入

まあじ[丸10也g
巴やi!すいも 1kQ 

み そ 1kg 

貴パン 1斤

マ」ガJ};.'1225/1入
プロパン 10m3

灯 治 118Q配達

。
間
関
級
協
力
成
へ

電
掛
還
さ
ん
ま
〈
型
活
輔
自
腐
君
臨
投
カ
ゴ
曜
い
て

あ
る
@

。
本
然
ご
み
回
附
祖
国
叫
に

乾
電
池
急
記
じ
皇
ま
た
は
、
警
池
と
わ
か
る
き

な
ピ
一
丁
ル
袋
「
犬
れ
丈
分
離
し

τ出す
。

住民興動屈は、選挙、就学、留民年金、思民健曜尿

検、予紡接理、印鑑吉正明など由もとになる重重要なもの

です@住所が変わったときは必ず14臼以内に届け出を

、も して〈ださい。

届け出には、その方の民名、住所、異動した年月

日、従前田住所帯がわかるようにし、本人または役帯

λ 主等が届け出るζ とになっています。

うその届げ出をしたD、正当の環由がな〈績げ出老t

;c=-お己たった場合欄掛か斜せられる綴剖fあります。

! 商担当 市民課市E培農勤時〈領軍路23ト-1111内錦234)



今
年
で
第
十
一
回
世
通
え
る
「
ひ

ら
つ
か
市
民
市
」
の
実
行
要
員
を
募

集
し
て
い
る
。

詳
し
く
は
担
ひ
ら
つ
か
問
箆
市
準

帯
会
(
電
話
幻
i
六
四
七
回
〉
へ
。

マ
補
問
時
器
抱
談

7
月
四
日
(
木
〉

午
前
日
時
i
m
u時

円

v
整
形
プ
ロ
ッ
ク

7
月
お
河
口
(
月
〉

午
能
1
時
1
3時

会
場
は
、
平
域
市
福
祉
会
館
。
問

い
合
わ
ぜ
は
、
市
福
祉
縮
務
課
吏
ま

福
祉
係
(
内
綿

-2=一〉へ。

毒
薬
職
業
憲
試
問
で
は
、
企

業
と
蕗
害
者
世
品
開
h
b
「
心
身
障
害
者

議
題
職
業
相
離
合
」
を
開
く
。

マ
白
時

9
月
ロ
日
(
京
〉
午
控
1

時
S
4時

マ
ム
同
璃
平
塚
商
工
会
欝
所
3脚
閤

マ
申
し
込
み

8
月
山
吉
ま
で
に
平

塚
八
ム
共
職
業
安
定
所
(
電
霊
i
O

一OO
)
へ。

7
A四
回
調
平
塩
市
福
祉
虫
館

マ
畏
誘
耕
一
千
円
(
教
材
費
)

マ
申
し
込
み
先
日
赤
平
壇
市
地
返

事
務
局
ハ
市
福
祉
総
務
抽
出
・
内
灘
二

一
七
)

障
害
者
と
白
ふ
れ
あ
い
を
つ
〈
る

卓
識
の
講
習
会
が
開
聞
か
れ
る
。

マ
期
日

7
月
初
回
か
、
b
8月
幻
自

ま
で
白
毎
週
月
・
木
曜
日

マ
時
間
午
前
叩
時
5
U時

マ
会
場
平
塚
市
短
社
会
館

円

v
申
し
込
み
先
市
福
祉
臆
務
課
重

住
福
祉
保
(
内
綿
ニ
ニ
一
)

広
島
に
鼠
揮
が
投
下
さ
れ
た
八
月

六
日
午
前
八
時
十
五
分
、
長
崎
に
原

揮
が
投
下
さ
玩
た
八
月
九
日
午
前
十

二
時
二
分
に
、
原
場
郡
山
没
者
の
め
い

福
と
世
界
の
包
久
平
和
の
確
立
を
続

念
し
て
、
一
分
閣
の
黙
と
う
が
さ
さ

げ
ら
れ
る
。

マ
日
程

7
月
訪
日
か
ら
8
舟
ロ
日

ま
で
の
田
舎
月
・
水
・
金
曜
百

マ
時
鵠
午
後
6
時
1
9時
〈
日
曜

日
は
午
前
9
時
1
午
債
百
時
)

国
連
協
合
平
塩
支
部
で
は
、
国
際

理
師
貯
を
深
め
る
つ
ど
い
昔
、
対
説
静

式
で
開
く
。
〈
入
場
無
軒
〉

街
路
由
並
木
や
曲
相
当
え
込

み
が
青
々
と
茂
幻
、
私
た

ち
自
認
を
楽
し
ま
せ
、
心
を
慰
め
て

く
れ
ま
す
。

と
ζ

ろ
か
強
念
な
ζ

と
に
、
家
々

。
生
け
塩
晶
、
植
樹
帯
に
語
草
が
繁
茂

し
て
い
る
状
態
を
見
か
U
G
ζ
と
が

あ
D
ま
す
。

近
耳
、
ム
同
社
晶
、
学
校
、
地
悼
棋
で
韓

日

L
封
ず
る
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て

吉
で
い
ま
す
。

自
分
自
家
白
昼
は
喧
に
混
じ
っ
て

い
る
雑
草
中
、
回
白
前
田
雑
草
ぽ
各

向
宅
手
入
れ
を
し

τい
た
戸
げ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
市
民
一
人
一
人
が
曜
に
大

切
さ
を
認
識
し
、
守
り
育
て
て
い
吉

た
い
も
由
で
す
。

〈

港

地

区

山

本

選

子

容

九

〉

ま

た

、

街

路

四

樹

木

に

つ

き

ま

し

こ

れ

か

ら

台

風

シ

ー

ズ

ン

に

な

岳

現

夜

、

釈

前

六

通

幻

て

は

、

業

者

に

委

託

し

て

害

虫

防

除

ま

す

と

、

街

路

密

が

倒

れ

た

D
折
れ

市

唱

え

マ

な

ど

毒

な

重

量

芝

、

一

事

せ

ん

定

苦

苦

行

っ

て

い

ま

た

り

す

る

ζ

と
が
あ
D
ま
す
。
義

鶴
田
櫨
輯
帯
は
、
業
者
に
番
託
し
年
ょ
う
と
、
心
掛
け
て
い
た
だ
い
て
い
す
が
、
搭
ち
襲
で
油
田
古
ん
自
由
棋
の
前
付
き
に
な
白
詐
レ
た
ら
、
お
知
ら
一
ぜ

一
一
一
回
程
度
酷
草
者
待
っ
て
い
辛
す
。
る
と
C
ろ
も
あ
り
一
ま
す
。
が
汚
れ
、
大
町
虫
色
迷
感
聖
お
掛
け
し
〈
だ
古
い
。

し
か
し
、
雑
草
は
、
す
ぐ
仁
佳
え
て
市
民
自
皆
吉
ん
が
、
む
提
案
め
主
て
い
る
こ
と
と
患
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
聾
し
い
街
づ
く
D

き
て
見
苦
し
ミ
な
っ
て
主

2
2
重
量
解
さ
れ
て
、
な
協
力
い
た
白
色
ろ
、
警
警
潜
掃
し
て
い
に
C
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
情
で
ず
。
一
部
の
地
域
官
ほ
、
自
だ
け
だ
ら
大
涯
一
あ
D
が
た
い
ζ
と
だ
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
は
、
口
協
力
〈
公
騒
揚
地
錬
〉

分
の
衰
の
前
ぐ
ら
い
笠
さ
ぶ
れ
い
に
し
と
思
い
ま
す
。
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

議事援ひらつか昭和5百年7月15臼

マ
期
日

7
丹
田
呂
(
木
)
午
睦
1

時
ぬ
分
5
3時
却
分

7
A同
調
平
域
信
崩
出
金
庫
本
西

マ
講
師
東
京
ド
イ
ツ
文
化
セ
ン
タ

ー
ヨ
ぜ
フ
・
ポ
ハ
チ
ェ
ッ
ク
氏
、

在
臼
ス
イ
ス
大
使
館

J
-
F
-
r

u
i民
、
市
立
金
百
中
学
校
龍
谷

中
行
教
諭
・
司
会
開
罰
法
人
神

奈
川
国
際
交
流
協
会
松
尾
茂
里
民

マ
問
い
合
わ
せ
先
雨
期
域
づ
く
D

諜
市
民
文
化
係
(
内
組
一
一
六
朗
〉

雑草はすぐ生えてしまうので。り

マ7
月

m
B
(土〉

マ
ム
出
場
松
鼠
公
民
館

マ
相
訪
員
弁
護
士
買
出
血
唯
光
氏

マ
申
し
込
み
前
日
午
按
5
時
ま
で

に
松
原
公
民
館
〈
穏
語
M
4
2
i

六
一
八

六
)
へ
。
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
る
。

?
コ
ン
ピ
ー

i
タ
入
門
"

藤
沢
高
等
職
業
説
練
校
で
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
講
習
会
を
出
回
〈
。

マ
期
日

8
月
1
毘
3
8月
3
8

V
時
間
午
捜
1
時
5
5時

マ
内
容
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
門

7
受
講
軒
無
斜

マ
申
し
込
み

7
月
幻
日
ま
で
に
、

笥
認
で
藤
沢
高
等
職
業
訓
訓
練
校
〈
藤

沢
市
川
名
・
電
語
。
四
六
六
1
お
l

一
一
回
一
一
五
)
へ
。

住
宅
・
都
市
態
備
会
届
で
は
、
賃

貸
住
宅
「
サ
子
j
メ
ゾ
ン
平
塚
」
巴

入
居
者
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
賃
貸
住
宅
・

3
L
D宜
岨

戸

・4
L
E
E
-
m戸

マ
損
所
平
壇
市
胆
以
利
五
二
三
四
l

一
(
神
奈
中
パ
ス
国
対
車
庫
行
き
'

B
村
田
山
地
入
口
下
車
)

マ
締
め
切
り

7
月
初
日

な
お
、
現
地
モ
デ
ル
ル
ー
ム
を
奈

犬ねこの巡由収容
蝿動物保護センターでは、捨て犬、捨てね

とによるのら犬、のらねζ の増加と、犬、ね

ζ による危害者防ぐため、今回も次白日程で

いらなくなった犬、ね己の巡回収容を行ヨ。

当日、犬を出される方は「印鑑J r犬四鑑

札 J r注射器専票J r燈犬手帳」を持酔白うえ

会場へお出かけを。なお、収容車の停留時間

は10分間Lまた、ね己は腕袋ウミダンボール箱

に入れていただきたい。

8月4 s (こと) 8 !l11臼 〈土〉
9 ， 00 神沼公民館 9 '00 松原公民館

9‘25 大野公民館 9 ， 20 須賀公E議官
9 '50 豊田公民館 9 ， 40 花7)(公ru宮
10' 10 揖島公匡苦摺 10 ' 00 信士見公民館

10' 30 金正日公民館 10' 30 中原公匡設宮

10: 50 間崎公民館 10' 55 想公民館

11'10 金自公民館 11 ' 15 古沢公民館

>60< 
2) 

瓶の口は厚紙で覆い木のふた喧

し、そむよを世紙で主買って縄でし

っかb縛』つ、乙れど吉田向に産量〈仁瓶

は思白むと〈土中に埋め覆いをし

てお0.7、 8日過ぎから天候

を見計らって世紙を取b留った気

を漏らす。翌申02、 3月むろ絞

b、 5、 6月むろ火入れをし、瓶

に入れて盤内の土ニヰ'1こ半ば埋めて

重量〈と駄由後揮なろには熟した。

ζ れそ檎Cおけ〉に帯して 3年以上

鐙〈と、更によい詐になった。

酢由f1'lJ方には、己のほか玄米

10極めてよい惣鈴木18白書罰J告をも

って椛や捕で顕す方法。夏の土用

中bこ、x:米10上麹 67)(25の割合で

造る方法 (6月宮下コ。上i腎・よ酢

・武間容j告で棋を用いて熟吉せ、

その後は瓶から 1昔守耳目凡ば1酌の

溜を入れてお〈方法 G酉酢、万民

間三). 5月 5E1Iこ仕込んだ時期駒

のしよう占臣官。その他あうた。

成瀬氏にしても臓部民、ないし

は問jの軍で、 ζれら由中で艶つiJ>

も造!J市販していたようである。

なお中原でよい酢自で吉た巴は、

そ白掃件である情浄なオくと空気が

惰わっていたことにもよる。

E文費白井抱〉誠おたずねi立市

史繍Eさん蝿く縁結31-{)429)...... 

E 酢のしIま0

2 成瀬酢
5 前回、成瀬酢について、その概

E簡を述べたが、乙の酢仁す〉はど

芸白ような造D方をしていたの古、

き今回はその造り方を述べよう。

~ cの酢由造D方を伝えたものに

きは、元禄10年(1697)刊の本務宣

言鑑と寛政10年(1798)に磯部民に

E伝えられた時白 2つがあるが、 ζ

Eの 2つには幾らかの差違があるの

きで、双方を比較しながら述べるこ

Eととする。かっこ曹きは磯部苦民自

主製法である。

5 封棋は共に米と麹仁ζ うじ〉と

E水で、その割合は米10:麹 6京18

~ (米羽織 6オて2のである。米は早う

まるちをもみのまま甑〈ζ しき〉の

きょにのせたせいろうで蒸し、乾か

E したもりをつきょ白米にしたもD

Eを用い、これを夜めに炊〈。

E 己れを瓶くかめ〉に入れる白だ

き 7うま、そ田先に瓶白底に慌で結わえ

三た銑くぎと硬炭各 lを蜜〈固くぎ

5と硬炭を入れるのは、まじないと

きもζっともいう。そ白中へ飯を入

Eれてよくつ書留め、

Eその1置で入れる

されそのよに慌で結んだくぎと硬民

主在鐙昔、飯を入れてつきま盟泊、そ

さの上にふたを置き、水と懇の強D

会部在入れる〉。

?
の
か
と
楢
み
始
め
ま
し
た
。
今
が

か
大
切
な
時
捕
だ
か
る
と
、
開
き
世

つ
に
な
る
乙
と
に
帯
め
て
み
ま
す

立
が
、
つ
い
琵
に
な
っ
て
し
つ
こ
く

や

t

閣
い
て
し
ま
い
、
子
院
は
、

P
ま

判

E
L口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま
う

い
よ
う
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

な

ζ
ζ

は
も
っ
と
、
子
供
に

4

え

か

ザ

る

M

と
い
ヨ
覚
福
田
が
必
要
な

4

昌

と
己
ろ
色
し
よ
う
。

書
い
た
い
ζ
と
が
言

Z
T、
す
今
ま
者
の
よ
K
J
H
L
親
由
意
見
を

ぐ
に
援
が
出
て
し
ま
う
B
君
、
口
押
し
ヲ
け
て
い
る
の
で
は
、
間
じ

よ

Pも
先
に
手
が
出
て
し
ま
う
T
ζ
と
の
〈
の
塚
し
に
な
っ
て
し
ま

君
。
共
に
自
分
自
気
持
ち
を
相
手
い
ま
す
白

に
伝
え
る
の
が
へ
た
な
子
で
す
。
鶏
自
身
も
自
R

刀
た
ち
が
歩
ん
で

彼
ら
む
お
母
さ
ん
は
、
「
そ
ん
き
令
/
逗
を
思
い
出
し
て
、
親
と
し

な
情
け
な
い
己
と
で
ど
玄
つ
す
る
て
の
考
え
を
伝
え
た
上
吾
、
そ
の

の
」
「
何
を
い
わ
れ
て
も
が
ま
ん
子
な
り
に
白
骨
で
考
え
、
決
定
す

し
て
い
れ
ば
い
い
白
よ
」
と
接
し
る
力
を
喬
て
躍
し
て
い
〈
疫
勢
が

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
一
三
ご
弐
毎
よ
り
大
切
だ
と
い
う
こ

彼
ら
は
一
向
に
強
く
な
件
弓
J

一」
1
1
Cい
と
で
す
。

れ
ず
、
余
計
引
っ
込
み
割
出
プ
弘
そ
し
て
、
自
己
喪
一
環

思
案
に
な
っ
て
し
一
ま
い
二
一
か
許
需
の
へ
た
な
字
に
は
、
よ

ま
し
た
。
慣
ら
も
今

F
ト

ι
7
3
7
1
り
部
を
つ
け
て
や
っ
て

は
、
小
学
校
の
高
学
年
神
山
て

A
J引
U
V

ほ
し
い
と
ζ
ろ
だ
と
思

を
迎
え
て
い
ま
す
。

-ZJJ
ニ
請
わ
れ
ま
す
。

ニ
人
と
も
長
男
由
た
め
、
親
む
そ
の
子
が
決
め
て
、
そ
れ
が
ま

期
待
が
強
か
っ
た
だ
け
に
、
行
動
ず
い
結
果
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

に
つ
い
て
も
色
々
と
手
世
話
れ
、
そ
む
時
点
で
、
ま
た
何
、
b
か
由
宇

常
に
殺
か
ら
の
指
留
を
丑
け
て
い
勘
け
が
で
き
れ
ば
と
い
う
〈
ら
い

た
よ
ビ
つ
で
す
n

色
袈
斡
で
な
い
と
、
乙
う
い
う
子

お
母
さ
ん
方
は
、

ζ

れ
か
ら
牟
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
親
か
ら

齢
的
に
も
、
も
っ
と
話
さ
な
く
な
一
人
江
ち
官
重
な
い
自
で
は
な
い

る
だ
る
う
に
、
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

冒a時

私
た
ち
は
、
昭
和
五
十
五
年
か
b
葬
祭
簡
素
化
の
商
績
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
次
の
ニ
項
留
に
つ
い
て

提
言
し
て
い
ま
す
。

一

、

逮

夜

の

も

て

な

し

は

務

楽

に

し

ま

し

ょ

う

て

香

典

返

し

を

遠

慮

し

家

し

よ

う

待
相
四
時
師
団
続
投
技
団
@
診
し
君
主
平
壌
市
慰
霊
童
書
推
進
協
一
雲

×
香
典
は
本
人
白
意
志
に
よ
担
ま
す
が
、
誠
意
が
通
ず
る
程
度
(
千
円
)
と

し
、
室
(
白
袋
の
上
に
「
平
壇
市
穏
掴
葬
祭
強
進
協
輯
金
の
申
之
官
わ
ぜ

に
よ
hu、
署
且
濯
し
を
色
這
臆
十
ど
ま
ず
」
白
ゴ
ム
回
世
持
レ
、
寄
典
返
し

主
壇
躍
し
ま
す
。
ゴ
ム
印
は
、
各
八
合
目
館
に
あ
る
自
で
凡
な
利
用
を
。

担
当
社
合
教
官
議
内
棉
五
七
磁

く〉巡回自程 7 !'I17臼 C，̂ ) 9 時~12時平壇ヱ
襲高校/7月23臼〈月) 1日時 ~15時駅北口/7

月26臼〈木)10時 "'15時駅北口仁東海大学ロ}

主ーアクトクラブ)/7!'1278 C金コ 10時~12時
石壇研究所・ 13時~15時岩井金属/7 月28臼

〈土) 10時~15時駅北口〈交通遺児育英金)/

8 月日日(7)()1C時~15時釈南口/8 月10日亡金〉
10時~14時住友重機構工業/8 月11 尽く土コ 10

時~12時 高村団地勝毘宅ノム学校パス停前包 13時~

15時金居公民館〈旭、金白地区)/8月14日
E火) 1口時~15時釈北口

一~、ご協力あ羽がとうございましたれ~

パイロットプレ主ノジョン63入、古河電工220入、
五領。台高校 255人、市役所 143入、平器ライオ

ンズクラ:7194人、横棋ゴム 526人、駅北口44人

女小・中学生の血液型判定

務E曙赤十字血液セY占}では、主主体み期間中、

父兄間伴白ノム中学生に線b無軒で血液型の判定在

行う。詳し〈は、湖南赤十字血液セYター〈電話

鈴 6611)へ。
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